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大
船
渡
市
農
業
委
員
会
委
員

令和４年度一般会計、特別会計、
　　　　　　公営企業会計決算を認定
令和４年度一般会計、特別会計、
　　　　　　公営企業会計決算を認定

・
佐
藤　
　
信 

氏（
日
頃
市
町
）

・
熊
谷　
玲
子 

氏（
末
崎
町
）

・
金
野
た
か
子 

氏（
盛
町
）

・
中
村　
　
亨 

氏（
三
陸
町
越
喜
来
）

・
菊
地　
久
寿 

氏（
三
陸
町
吉
浜
）

・
及
川　
建
則 

氏（
三
陸
町
越
喜
来
）

・
細
谷　
知
成 

氏（
立
根
町
）

・
及
川　
和
子 

氏（
盛
町
）

・
鈴
木　
力
男 

氏（
日
頃
市
町
）

・
近
江
カ
ズ
子 

氏（
日
頃
市
町
）

　
「
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員

定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
」
（
提
出

者
・
東
堅
市
議
員
）
は
、
賛
成
少
数
で

否
決
。 議

員
発
議
案

　
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か

ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
各

決
算
を
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案

等
24
件
を
可
決
、
同
意
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

提
出
さ
れ
た
議
員
発
議
案
は
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

令和5年 第3回定例会

　
大
船
渡
市
一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
大
船
渡
市
地
域
経
済
索
引
事
業
の
促
進
区
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　　
大
船
渡
市
立
博
物
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
大
船
渡
市
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
大
船

渡
市
教
育
委
員
会
委
員
、
な
ら
び
に
大
船
渡

市
農
業
会
委
員
に
次
の
方
々
が
同
意
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
・
小 

松　
伸 

也 

氏
（
盛
町
）

　　
　

　
・
鈴 

木　
晴 

紀 

氏
（
盛
町
）

可
決
し
た
主
な
議
案

同 

意 

決 

定

大
船
渡
市
教
育
委
員
会
教
育
長

大
船
渡
市
教
育
委
員
会
委
員

大船渡市PRキャラクター
「おおふなトン」

さかなグルメのまち大船渡実行委員会
PRキャラクター

「秋刀魚武士（さんまぶっしー）」
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８
月
10
日（
木
）、大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、気
仙
地
区
２
市
１
町
の
議
員
が
一
堂

に
会
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
各

議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
県
に
対
す
る
要
望
項

目
を
含
む
12
議
案
を
、
原
案
ど
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
県
へ
の
要
望
は
、
２
市
１
町
の
共
通
項
目

と
し
て
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の
誘
致

実
現
」
や
「
近
年
の
海
洋
環
境
の
変
化
等
に

よ
る
磯
焼
け
、
貝
毒
の
発
生
お
よ
び
主
力
魚

種
の
不
漁
に
お
け
る
原
因
究
明
と
対
策
に
つ

い
て
」
な
ど
３
件
、
大
船
渡
市
議
会
か
ら
は
、

「
気
仙
地
域
と
東
北
横
断
自
動
車
道
を
結
ぶ

国
道
１
０
７
号
の
改
良
整
備
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
」
と
「
主
要
地
方
道
大
船
渡
綾
里
三

陸
線
及
び
大
船
渡
広
田
陸
前
高
田
線
の
改
良

整
備
に
つ
い
て
」
の
２
件
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
可
決
さ
れ
た
要
望
項
目
は
、
岩
手
県
等
の

関
係
機
関
に
対
し
、
11
月
に
要
望
行
動
を
行

う
予
定
で
す
。

　
総
会
後
に
開
か
れ
た
研
修
会
で
は
、
岩
手

県
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
大
船
渡
土
木
セ

ン
タ
ー
の
野
﨑
弥
所
長
か
ら
「
道
路
事
業
に

関
す
る
最
近
の
話
題
」
と
題
し
て
講
話
を
い

た
だ
き
、
岩
手
県
の
新
広
域
道
路
ビ
ジ
ョ

ン
・
計
画
や
、
気
仙
管
内
の
主
な
道
路
事
業

に
係
る
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
地
域
と
県
央
と
の
物
流
・
人
流
の
更
な

る
円
滑
化
に
向
け
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
の

整
備
な
ど
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
議
員
相
互
で
共
有
し
ま
し
た
。

令和4年度 令和4年度 

令和4年度の決算状況
区　　　分

区　　　分 収益的収支※1（税抜き） 資本的収支※2（税込み）

歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額
一 般 会 計

特 

別 

会 

計

公
営
企
業
会
計

魚市場事業特別会計
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
介護保険特別会計（保険事業勘定）
後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（診療施設勘定）

小　　　計
合　　　計

249億2,122万円
2億5,104万円
1,824万円

42億6,054万円
4億9,678万円
42億4,836万円
2億2,482万円
94億9,978万円
344億2,100万円

242億1,896万円
2億5,104万円
1,387万円

40億7,426万円
4億9,180万円
42億1,299万円
2億2,254万円
92億6,650万円
334億8,546万円

7億226万円
0円

437万円
1億8,628万円

498万円
3,537万円
228万円

2億3,328万円
9億3,554万円

純利益または
純損失※3総収益 総費用 収　入 支　出

※1 収益的収支＝事業を運営するための収益と費用  ※2 資本的収支＝施設を整備するための財源と費用  ※3 純損失は△表示

水道事業会計
簡易水道事業会計
下水道事業会計

8億8,588万円
3億2,304万円
11億6,874万円

7億3,562万円
3億7,943万円
12億217万円

5億1,206万円
1億8,018万円
14億3,077万円

10億5,552万円
2億5,566万円
15億8,839万円

6,362万円
△  6,803万円
△  7,386万円

民生費（25.8％）
62億4,210万円

地方交付税（26.6％）
66億3,950万円

国庫支出金（18.1％）
45億1,222万円

市債（10.4％）
26億50万円

県支出金
（6.1％） 

15億941万円   

市税（16.7％）
41億6,908万円

地方譲与税ほか
（5.1％）　

12億5,953万円 　

繰入金（8.2％）
20億5,051万円

繰越金（3.9％）
9億6,936万円

諸収入ほか（4.9％）
12億1,111万円

総務費（19.5％）
47億3,389万円

教育費（16.7％）
40億4,802万円

公債費（8.9％）
21億4,462万円

土木費（8.3％）
20億814万円

農林水産業費（4.6％）
11億1,594万円

商工費（4.3％）
10億4,407万円

消防費（4.1％）
9億9,836万円

議会費（0.7％）
1億7,181万円

労働費（0.3％）
6,087万円

災害復旧費（0.2％）
4,512万円

 衛生費
（6.6％）
16億602万円

自主財源（33.7％）
84億6万円

依存財源（66.3％）
165億2,116万円

歳 出
242億
1,896万円

歳 入
249億
2,122万円

大船渡市一般会計の決算状況
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１ 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
３
億
４
，４
６
１
万
６
千
円

•
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
２
億
５
，０
０
０
万
円

•
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金

　
５
，０
０
０
万
円

•
地
域
情
報
通
信
基
盤
推
進
事
業

　
７
３
０
万
円

•
道
路
、河
川
等
維
持
補
修
事
業

　
２
，８
９
０
万
円

可決された
令和５年度補正予算
可決された
令和５年度補正予算

２ 

魚
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

•
大
船
渡
市
魚
市
場
維
持
管
理
事
業

　
６
８
０
万
円

３ 

介
護
保
険
特
別
会
計（
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

•
人
件
費
81
万
６
千
円

４ 

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業

勘
定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

　
１
億
１
，１
７
７
万
３
千
円

•
国
庫
負
担
金
過
年
度
分
返
還
金

　
５
，３
７
２
万
３
千
円

•
国
庫
補
助
金
過
年
度
分
返
還
金

　
４
４
１
万
１
千
円

•
支
払
基
金
交
付
金
過
年
度
分
返
還
金

　
２
，４
１
１
万
１
千
円

•
県
負
担
金
過
年
度
分
返
還
金

　
２
，８
７
８
万
６
千
円

５ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

•
保
険
料
還
付
金
30
万
円

６ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業

勘
定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

•
人
件
費
３
６
１
万
６
千
円

７ 

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　
債
務
負
担
行
為
の
追
加

•
大
船
渡
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
包
括
運
営
事

　
業
　
期
間 

令
和
５
年
度
か
ら

　
　
　

 

令
和
７
年
度

　
限
度
額
４
億
２
１
６
万
４
千
円

道
路
維
持
補
修
作
業

補
正
予
算
の
概
要

写真

浄化センター

大船渡市魚市場



5 大船渡市議会だより

　
令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会
が
７
月
21

日
に
開
催
さ
れ
、
市
当
局
か
ら
議
案
３

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
一
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
お
よ
び
大
船
渡
市
民
文
化
会
館
空

調
設
備
更
新
工
事
の
請
負
変
更
契
約
の

締
結
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
大
船
渡
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
健
康
被
害
給
付
金

事
業
と
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
要

す
る
経
費
の
補
正
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
健

康
被
害
給
付
金
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
に
起
因
す
る
健
康

被
害
（
死
亡
）
と
し
て
、
国
か
ら
認
定

を
受
け
た
対
象
者
の
遺
族
１
名
に
対
し
、

予
防
接
種
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
定

の
給
付
金
４
，４
５
０
万
８
千
円
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　
補
正
予
算
の
規
模
は
、
11
億
４
，４

５
０
万
８
千
円
で
、
こ
れ
を
加
え
た
一

般
会
計
補
正
予
算
の
総
額
は
、２
２
６

億
６
，３
４
０
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

事業計画の概要
⑴ 事業者名　岩手三陸太陽光発電合同会社
　 (開発担当:自然電力株式会社)
⑵ 発電設備名　大船渡第一太陽光発電所、大船渡第二太陽
　 光発電所(共に発電出力14,700kｗ)
⑶ 整備区域　大窪山牧場跡地一帯 約95ha
土地賃貸借契約の概要
　市と事業者との間で、条件が成就するまでの間は契約の効
力が停止する、停止条件付土地賃貸借契約を令和2年12月
17日に締結しています。また、その契約の一部を令和3年
10月29日に変更しています。
主な経過
平成26年3月　事業者が経済産業省から発電設備認定を取得
令和 2年 3月　市が五葉山県立自然公園の特別地域内におけ

る吉浜地区太陽光発電事業に係る工作物新築
を許可

令和 2年 4月　岩手県環境影響評価条例施行規則の一部改正
令和 4年 2月　市が五葉山県立自然公園の特別地域内におけ

る吉浜地区太陽光発電事業に係る工作物新築
(パネルレイアウトの変更等）を許可

令和 4年 4月　事業者が経済産業省から本事業をFIT（再生可
能エネルギーの固定価格買取制度）事業者と
して行う場合に必要となる発電事業計画の変
更認定を取得
吉浜及び越喜来地区住民を対象に本事業に関
する説明会を開催　

令和 4年 6月　岩手県が令和2年4月1日以降に事業計画を変
更した本事業について、岩手県環境影響評価
条例に基づく環境影響評価(以下「環境アセ
スメント」という。)の経過措置要件を満た

し、対象外に該当するか確認。経過措置
要件を満たさず、同条例に規定する第２
種事業環境影響評価の要否判定の手続が
必要と判断

平成 5年 6月　事業者から岩手県環境影響評価条例に基
づく環境影響評価の手続を行う旨、市に
連絡

第
３
回

 
臨 
時 

会

全 員 協 議 会

令
和
５
年
７
月
21
日 

開
催

令和5年7月21日 開催

　大船渡市議会全員協議会が令和５年７月21日に開かれ、市当局から吉浜地区太陽光発電事業の経過についての
説明が行われました。

今後の事務の進め方
　市当局は、現在、締結している土地賃貸借契約に基づ
き、事業者が行う岩手県環境影響評価条例に基づく環境
影響評価の実施を了承するとともに、その状況等も踏ま
えて対応を判断します。

第一中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
整
備
工
事

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

大
船
渡
市
民
文
化
会
館
空
調
設
備

更
新
工
事

　環境影響評価(環境アセスメント)制度とは、大規
模な開発事業などを行う場合に、環境への影響をで
きるだけ少なくするための手続のことです。その事
業の実施が、周辺の環境にどのような影響を及ぼす
かについて、事業者自らが調査・予測・評価を行い、
その結果を公表して、県民や知事・市町村長などの
意見を聴き、それらを踏まえて環境の保全の観点か
らよりよい事業計画を作り上げる仕組みです。岩手

県では、平成10年に「岩手県
環境影響評価条例」を制定し、
県としての環境影響評価の手
続を定め、平成11年6月12日か
ら全面施行しています。また、
令和2年4月1日からは、太陽
電池発電事業を岩手県環境影
響評価条例に基づく環境影響
評価の対象に追加しています。
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～  こ こ が 聞 き た い  ～
市政課題で活発な論戦

令和5年市議会第３回定例会の一般質問は、９月13日・14日・15日の3日間行われ、
12人の議員が登壇し、市政全般にわたり、活発な議論が交わされました。

その要旨を質問順に紹介します。

　議場での一般質問の様子を撮影した「録画映像」をご覧になれます。
　一般質問を行った各議員の欄に二次元コードを掲載していますので、スマートフォンなどでの
ご視聴にご活用ください。

※Wi-Fi環境下での「録画映像」のご視聴をお勧めします。
　Wi-Fi環境のない場所でご視聴する際は、通信料にご注意ください。

い っ ぱ ん 質 問
一
　
般
　
質
　
問

商
店
街
の
振
興
に
つ
い
て

商
店
街
の
振
興
に
資
す
る
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
く

　
　
　
　
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
の
人

を
呼
び
込
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
商
店

街
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、
場
所
や
人
、
そ

し
て
お
金
を
出
し
合
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

当
市
に
も
多
く
の
商
店
街
や
商
店
会
が
あ
る

が
、
昔
の
よ
う
な
活
気
の
あ
る
商
店
街
で
は

な
い
と
感
じ
る
。
市
当
局
で
は
ど
う
捉
え
て

い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
当
市
に
お
い
て
は
震
災
以
降
、
被

災
し
た
商
店
街
が
本
設
を
果
た
し
、
復
興
需

要
に
よ
り
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
が
、
近
年
は
、
復
興
需
要
の
収

束
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
物
価

高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
、
商
店
街
の
客
足
が

再
び
遠
の
く
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
５
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染

症
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各

商
店
街
に
お
い
て
多
く
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
等

が
本
格
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人

流
と
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
５
月
に
は
、
市
内
12
団
体
で

構
成
さ
れ
る
「
大
船
渡
市
商
店
街
連
合
会
」

が
設
立
さ
れ
、
各
商
店
街
区
が
連
携
し
、

様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
大
船
渡
商
工
会
議
所
や
関
係
機
関
、

新
た
に
発
足
し
た
商
店
街
連
合
会
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

国
・
県
に
お
け
る
最
新
の
施
策
な
ど
の
動
向

を
注
視
し
、
商
店
街
の
振
興
に
資
す
る
各
種

施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

盛町灯ろう七夕まつり

渡 

辺  

　
徹 

議
員

わ
た
な
べ 　
　

  

と
お
る
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一
　
般
　
質
　
問

（
仮
称
）男
女
共
同
市
民
会
議
の
実
施
内
容
は

今
年
度
は
４
回
の
会
議
開
催
を
予
定

　
　
　
　
（
仮
称
）
男
女
共
同
市
民
会
議
が

開
催
さ
れ
る
。
会
議
の
方
向
性
と
そ
の
実
施

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
年
代
や
性
別
、
職
業
な
ど
に
と

ら
わ
れ
ず
、
多
様
な
市
民
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
な
ど
の
格
差
解
消
や
、
誰
も
が
活
躍
で
き

る
地
域
社
会
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
自
由
闊
達
に
話
し
合
え
る
場
を
作
る
。
参

加
者
一
人
一
人
が
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な
活
動

を
実
践
す
る
機
運
を
醸
成
し
、
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
や
情
報
発
信
な
ど
の
新
た
な
取

組
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
。
今

年
度
は
、
４
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
課
題
と

解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
検
討
す
る
。

　　
　
　
　
広
報
紙
を
刷
新
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
転
換
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
恩
恵
に
預
か
れ
な
い
市
民
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
化
す
る
な

ど
し
て
、
よ
り
見
や
す
く
親
し
み
や
す
い
紙

面
に
大
幅
に
刷
新
す
る
。
全
市
民
に
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
優
先
的
に
掲
載
し
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
持
た
な
い
方
々
が
必
要
な

行
政
情
報
を
確
実
に
得
ら
れ
る
よ
う
、
紙
面

構
成
に
留
意
し
て
い
く
。
今
後
と
も
、
広
聴

広
報
活
動
の
み
な
ら
ず
、
情
報
格
差
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
意
を
配
し
な
が
ら
、

行
政
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
。

質 

問
質 

問 副
市
長

答

部
長

答

広
報
大
船
渡
が
月
２
回
か
ら
１
回
に

質 

問
答 

弁

佐 

藤 

優 

子 

議
員

さ
と
う　

  

ゆ
う
こ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

大
船
渡
中
学
校
・
末
崎
中
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

統
合
時
期
を
早
期
に
決
定
し
て
ま
い
り
た
い

　
　
　
　

平
成
29
年
２
月
に
大
船
渡
市
立

小
・
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
計

画
を
策
定
し
、
そ
の
前
期
で
あ
る
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
に
中
学
校
統
合
と

の
計
画
で
あ
っ
た
。
第
一
中
学
校
や
東
朋
中

学
校
の
統
合
は
行
わ
れ
た
が
、
大
船
渡
中
学

校
と
末
崎
中
学
校
の
統
合
は
未
だ
行
わ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
両
校
の
生
徒
た
ち
の
教
育
環

境
は
、
部
活
動
も
含
め
て
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
生
徒
た
ち
の
教
育
環
境
充
実
を

最
優
先
に
考
え
る
と
教
育
長
が
言
っ
て
い
る

以
上
、
一
日
も
早
く
統
合
を
進
め
て
、
生
徒

た
ち
に
少
し
で
も
良
い
教
育
環
境
で
学
校
生

活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
令
和
４
年
７
月
に
大
船
渡
・
末
崎

両
地
区
の
小
中
学
校
保
護
者
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、「
統
合
し
た

方
が
良
い
」
と
回
答
し
た
方
へ
統
合
時
期
に

つ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
、
令
和
６
年
度
と

回
答
し
た
方
が
73
・
６
％
、
令
和
７
年
度
が

14
・
０
％
、
令
和
８
年
度
以
降
は
12
・
０
％

と
、
早
期
の
統
合
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。

本
年
７
月
以
降
に
開
催
し
た
両
地
区
の
学
校

統
合
協
議
会
で
も
、
様
々
な
意
見
が
挙
が
っ

た
。
統
合
時
期
は
、
今
後
設
置
す
る
大
船

渡
・
末
崎
地
区
学
校
統
合
推
進
協
議
会
に
お

い
て
協
議
し
て
い
く
が
、
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
地
域
や
保
護
者
の
代
表
で
あ
る
委
員

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
統
合
時
期
を
早

期
に
決
定
し
て
い
き
た
い
。

質 

問次
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

小 

松 

龍 

一 

議
員

こ
ま
つ　

 

り
ゅ
う
い
ち

ジェンダー平等へ

大船渡中学校・
　　　末崎中学校
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一
　
般
　
質
　
問

当
市
の
危
険
空
き
家
の
除
却
費
用
補
助
の
金
額
と
実
績
は

補
助
上
限
額
50
万
円　

令
和
４
年
度
相
談
46
件
交
付
２
件

　
　
　
　
生
活
環
境
の
保
全
と
、
安
心
・
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

す
る
た
め
、
管
理
不
全
で
周
囲
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
危
険
空
き
家
の
除
却
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
が
、
実
績
と
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
制
度
の
概
要
は
、
１
年
以
上
使
用

さ
れ
て
い
な
い
居
住
用
の
空
き
家
お
よ
び
敷

地
内
の
他
の
建
物
を
全
て
除
却
し
、
更
地
に

す
る
場
合
の
工
事
費
を
補
助
す
る
も
の
で
、

補
助
率
５
分
の
４
、
補
助
上
限
額
を
50
万
円

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
相
談
を
受
け
た
件

数
は
、
制
度
を
創
設
し
た
令
和
３
年
度
が
30

件
、
令
和
４
年
度
が
46
件
、
令
和
５
年
度
が

20
件
と
な
っ
て
い
る
。
事
前
調
査
申
請
を
受

け
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
５
件
、
６
件
、
２
件
で
、

こ
の
う
ち
、
交
付
実
績
は
令
和
３
年
度
が
３

件
、
令
和
４
年
度
が
２
件
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
度
も
２
件
に
対
し
交
付
を
予
定
し
て
い

る
。

　
　
　
　
市
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
た
物
件
を
購
入
・
賃
借
し
た
際
の
改
修

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
が
、
実
績
と

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
公
益
性
の
高
い
事
業
を
行
う
施
設

は
、
補
助
上
限
額
１
０
０
万
円
、
居
住
用
は

50
万
円
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
８
月
末
時
点

で
２
件
の
交
付
を
予
定
し
て
お
り
、
空
き
家

の
利
活
用
の
促
進
や
居
住
環
境
の
向
上
に
加

え
、
建
設
業
の
振
興
に
も
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

質 

問

質 

問

部
長

答

部
長

答

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
実
績
と
効
果
は

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

夏
季
に
お
け
る
気
温
の
上
昇
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

熱
中
症
対
策
の
注
意
喚
起
、
啓
発
活
動
の
推
進
を
行
う

　
　
　
　
県
内
で
、
７
月
31
日
か
ら
９
月
３

日
ま
で
の
約
１
ヶ
月
間
に
熱
中
症
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
、
速
報
値
で
６
７
７
人
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
最
多

と
な
っ
て
い
た
、
２
０
１
９
年
の
３
９
７
人

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
熱
中
症
対
策
が

非
常
に
多
く
求
め
ら
れ
た
今
夏
に
お
い
て
、

当
市
の
現
状
を
把
握
し
、
対
応
等
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
こ
と
か
ら
、
今
後
考
え
ら

れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
熱
中
症
対
策
に
お
い
て
、
個
人
に

よ
る
「
自
助
」
予
防
行
動
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
に
お
い
て
も
優
先
し
て
当
た
る
べ
き
事

項
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
特
に
、
当
市
に

お
い
て
は
、
本
年
の
よ
う
な
特
別
な
「
暑

さ
」
に
不
慣
れ
で
、
予
防
の
必
要
性
が
十
分

に
浸
透
し
て
い
な
い
た
め
、
一
層
の
注
意
喚

起
と
啓
発
活
動
の
推
進
が
課
題
の
一
つ
と
考

え
る
。

　
　
　
　
近
年
増
加
し
て
い
る
大
雨
等
に
よ

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
備
え
等
が
必
要
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、
市
に
お
け
る
大
雨
等
に

伴
う
河
川
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
市
内
に
は
、
最
大
規
模
の
浸
水
想

定
到
達
よ
り
も
前
に
、
部
分
的
浸
水
想
定
箇

所
が
あ
る
。
排
水
性
能
の
維
持
や
、
早
期
の

交
通
規
制
等
の
対
応
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減

に
努
め
る
。
ま
た
、
小
河
川
で
は
、
短
時
間

に
急
な
流
量
増
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
改
修
工
事
を
進
め
、

災
害
発
生
危
険
箇
所
の
解
消
を
図
る
。

質 

問

質 

問

部
長

答

部
長

答

自
然
災
害
等
に

　
　
　
　
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

伊 

藤 

力 

也 

議
員

い
と
う　

  

り
き
や

宮 

﨑 

和 

貴 

議
員

み
や
ざ
き　

か
ず
た
か

空き家の対策は

夢海公園
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一
　
般
　
質
　
問

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
整
備
計
画
を
示
す
こ
と
が
必
要

令
和
５
年
度
に
主
要
施
設
の
詳
細
な
検
討
を
進
め
る

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
や
機
能
性
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
よ
る
課
題

も
あ
り
、
土
地
の
利
活
用
を
考
え
た
整
備
計

画
を
市
民
に
示
す
必
要
が
あ
る
。
財
源
の
裏

付
け
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
そ
の
計
画
を

示
す
こ
と
で
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
思
い

に
応
え
る
こ
と
に
も
な
り
、
ま
た
、
実
現
に

向
け
て
は
大
き
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　

市
営
球
場
、
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
市
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
、
詳
細
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
市
営
球
場
に
つ
い
て
は
、
整
備

候
補
地
や
球
場
の
規
模
・
規
格
、
財
源
な
ど

に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
い
、
時
代
に
即
し

た
利
活
用
方
法
な
ど
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
検
討

を
深
め
て
い
る
。
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
拡
張
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
深
め

て
い
る
。
市
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
当

面
、
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
長
寿
命
化
を
図

り
、
施
設
更
新
に
つ
い
て
並
行
し
て
検
討
を

進
め
る
。

　
　
　
　
市
内
に
は
８
月
末
現
在
で
３
６
６

人
の
外
国
人
が
住
ん
で
い
る
。
市
と
し
て
、

外
国
人
か
ら
の
相
談
や
問
合
せ
窓
口
な
ど
の

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
外
国
人
住
民
へ
の
対
応
や
国
際
化

に
対
応
し
た
施
策
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し

な
が
ら
、
多
文
化
共
生
社
会
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

質 

問

質 

問

部
長

答

部
長

答 多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

公
民
館
に
代
わ
る
新
し
い
地
区
運
営
組
織
作
り
に
つ
い
て

各
地
区
と
も
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
し
て
い
る

　
　
　
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
中
で
、
当
市
で
は
「
地
区
公
民
館
に

代
わ
っ
て
新
し
い
地
区
の
体
制
を
つ
く
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
11
地
区
で
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
着
手
し
て
き

た
。
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
令
和
２
年
度
に
、「
住
民
自
治
の
推

進
と
協
働
に
よ
る
新
し
い
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
創
造
指
針
」
を
策
定
し
、
住
民
の
意

識
を
醸
成
す
る
導
入
段
階
か
ら
、
地
区
運
営

組
織
を
形
成
す
る
第
１
及
び
第
２
段
階
、
自

立
し
た
活
動
を
展
開
す
る
第
３
段
階
、
見
直

し
や
改
善
を
行
う
第
４
段
階
に
整
理
し
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
的
に
示
し
た
。
現
在
最
も
進
ん

で
い
る
日
頃
市
と
越
喜
来
地
区
で
、
新
た
な

地
区
運
営
組
織
が
設
立
さ
れ
、
活
動
が
展
開

さ
れ
る
第
３
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
蛸
ノ
浦

と
吉
浜
地
区
は
第
２
段
階
で
あ
り
、
住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
区
づ
く
り

の
計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
い
る
。
盛
、
大

船
渡
、
立
根
お
よ
び
綾
里
地
区
は
第
１
段
階
。

末
崎
、
赤
崎
お
よ
び
猪
川
地
区
も
勉
強
会
の

開
催
な
ど
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
、

「
吉
浜
海
岸
に
関
す
る
取
組
の
案
」が
出
て
い

る
。
住
民
は
皆
、
吉
浜
海
岸
の
整
備
を
待
っ

て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
岩
手
県
に
お
い
て
、
９
月
以
降
、

波
打
ち
際
か
ら
離
岸
堤
に
か
け
て
の
浸
食
状

況
の
測
量
調
査
、
10
月
か
ら
海
中
ガ
レ
キ
撤

去
を
実
施
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

質 

問

質 
問

市
長

答

部
長

答 吉
浜
海
岸
海
水
浴
場
再
開
に
向
け
た
取
組

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

東 　

 

堅 

市 

議
員

あ
ず
ま　
　
　
け
ん
い
ち

今 

野 

善 

信 

議
員

こ
ん
の　

  

よ
し
の
ぶ

盆野球大会

新しい地区体制へ
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一
　
般
　
質
　
問

自
衛
官
募
集
に
係
る
本
人
に
無
断
で
名
簿
提
供
の
実
態
は

18
歳
の
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
一
覧
表
を
提
供

　
　
　
　
市
が
行
っ
て
い
る
自
衛
隊
へ
の
名

簿
提
供
の
実
態
・
内
容
等
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
４
月
下

旬
に
住
民
基
本
台
帳
か
ら
抽
出
し
て
年
度
内

に
18
歳
を
迎
え
る
方
の
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
お
よ
び
性
別
の
４
情
報
を
一
覧
表
に
ま

と
め
、
紙
媒
体
で
自
衛
隊
に
提
供
し
た
。

　　
　
　
　
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
戦

争
で
き
る
国
家
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
本

当
に
自
衛
隊
員
が
戦
争
に
投
入
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
の
懸
念
が
広
が
り
、
昨
年
度

の
応
募
者
数
は
、
前
年
度
比
１
万
人
近
く
減

少
し
、
過
去
10
年
間
で
初
め
て
８
万
人
を

割
っ
て
い
る
。
必
死
に
名
簿
を
提
供
さ
せ
る

の
は
、
自
衛
隊
の
焦
り
や
行
き
詰
ま
り
を
示

し
て
い
る
。

　
個
人
情
報
を
守
る
義
務
が
あ
る
地
方
自
治

体
が
、
本
人
に
無
断
で
情
報
提
供
す
る
な
ど

本
末
転
倒
で
あ
り
、
人
権
軽
視
も
甚
だ
し
い
。

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を
即
刻
中
止
す
る
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
は
、
国
か

ら
の
法
定
受
託
事
務
と
し
て
適
切
に
対
応
し

て
い
る
。
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

第
69
条
第
１
項
で
、「
法
令
に
基
づ
く
場
合
」

は
個
人
情
報
の
提
供
が
で
き
る
旨
規
定
さ
れ

て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
住
民
の
個
人

情
報
保
護
に
対
す
る
意
識
や
関
心
の
高
ま
り

も
あ
り
、
厳
正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

質 

問
質 

問 副
市
長

答

部
長

答

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
は
即
刻
中
止
を
！

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

漁
業
関
係
者
に
寄
り
添
い
風
評
被
害
対
策
に
万
全
を

県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
迅
速
な
対
応
を
行
う

　
　
　
　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

の
開
始
に
つ
い
て
、
当
市
と
し
て
も
、
漁
業

関
係
者
に
寄
り
添
い
風
評
被
害
対
策
を
万
全

に
期
す
こ
と
等
、
政
府
、
東
京
電
力
に
求
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
市
と
し
て
も
、
今
般
の
海
洋
放
出

は
漁
業
者
の
み
な
ら
ず
、
水
産
加
工
業
や
流

通
業
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
影
響
が
生

じ
る
も
の
と
懸
念
し
て
お
り
、
国
の
追
加
支

援
策
の
内
容
や
当
市
水
産
物
の
価
格
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
市
内
の
漁
業
者
や
水
産
加

工
事
業
者
に
損
害
が
出
た
場
合
に
は
、
県
や

関
係
団
体
と
連
携
し
、
国
や
東
京
電
力
に
対

し
て
賠
償
等
の
迅
速
な
対
応
を
講
ず
る
よ
う

強
く
求
め
て
い
く
。

　　
　
　
　
生
活
道
路
沿
線
の
倒
木
被
害
か
ら

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
交
通
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な
処
理
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
道
路
沿
線
で
あ
っ
て
も
、
道
路
敷

地
外
に
お
け
る
樹
木
等
の
管
理
は
、
土
地
所

有
者
が
行
う
べ
き
で
あ
り
、
適
切
な
管
理
と

し
て
、
剪
定
や
伐
採
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
原

則
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
円
滑
な

道
路
交
通
の
維
持
の
た
め
、
倒
木
等
の
緊
急

時
の
迅
速
な
対
応
は
も
と
よ
り
、
危
険
性
の

あ
る
樹
木
等
の
所
有
者
に
対
し
て
、
適
正
に

管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
引
き
続
き
情
報

提
供
や
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

質 

問
質 

問 部
長

答

部
長

答

生
活
道
路
沿
線
の
危
険
木
の
対
策
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

熊 

谷 

昭 

浩 

議
員

く
ま
が
い　

あ
き
ひ
ろ

山 

本 

和 

義 

議
員

や
ま
も
と　

か
ず
よ
し

名簿提供の実態は

輸出減少に
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一
　
般
　
質
　
問

ご
縁
を
繋
ぐ
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て

庁
内
各
担
当
部
署
が
調
整
を
図
り
対
応

　
　
　
　

震
災
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
市
と
し
て
一

本
化
し
た
窓
口
が
あ
り
、
受
け
入
れ
が
ス

ム
ー
ズ
に
図
れ
る
体
制
か
伺
う
。

　
　
　
　
震
災
後
、
復
興
支
援
を
契
機
に
、

行
政
お
よ
び
民
間
団
体
同
士
で
も
、
幅
広
く

交
流
が
続
い
て
い
る
。
市
内
各
団
体
が
直
接

受
け
入
れ
た
り
、
庁
内
各
担
当
部
署
が
調
整

を
図
り
な
が
ら
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
状
況

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
担
う
人
手
不
足

は
深
刻
だ
。
若
い
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
市
内
で
は
、
当
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
大
学
生
が
、
地
域
や
民
間
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
継
続
的

に
参
画
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

 

こ
れ
は
、
人
出
不
足
解
消
や
交
流
人
口
の

拡
大
と
い
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
、
実
践
活
動

を
通
じ
た
教
育
的
効
果
を
得
る
と
い
う
大
学

側
の
意
図
と
が
合
致
し
た
成
果
で
あ
り
、
当

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
学
生
が
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
地
域
活

性
化
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
既
存

の
交
流
の
継
続
を
第
一
に
、
市
内
の
ニ
ー
ズ

と
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

の
新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
拡
大
も
視
野
に
、

大
学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質 

問
質 

問 部
長

答
部
長

答 提
携
大
学
と
の
取
組
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

食
品
衛
生
法
改
正
へ
対
応
す
る
漁
業
者
へ
の
支
援
を

漁
業
協
同
組
合
と
情
報
交
換
を
図
っ
て
い
く

　
　
　
　
末
崎
町
小
細
浦
地
区
に
あ
る
作
業

場
に
は
、
上
水
道
が
接
続
さ
れ
て
お
ら
ず
、

関
係
者
が
苦
慮
し
て
い
る
。
接
続
に
は
５
０

０
万
円
ほ
ど
か
か
る
と
漁
業
者
か
ら
聞
い
て

い
る
が
、
食
品
衛
生
法
改
正
へ
対
応
で
き
ず

に
廃
業
と
な
ら
な
い
よ
う
に
支
援
す
べ
き
で

は
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
末
崎
町
小
細
浦
地
区
の
カ
キ
作
業

場
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、
大
船
渡
市
漁

業
協
同
組
合
が
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

復
旧
整
備
し
た
作
業
保
管
施
設
で
、
施
設
１

棟
を
３
組
合
員
で
使
用
し
て
い
る
。
当
該
施

設
に
お
い
て
カ
キ
を
む
き
身
に
し
て
出
荷
す

る
場
合
の
要
件
と
し
て
、
上
水
道
の
引
込
み

や
給
水
栓
、
流
し
台
の
設
置
等
の
指
導
を
大

船
渡
保
健
所
か
ら
受
け
た
。
市
と
し
て
は
、

改
修
を
要
す
る
施
設
や
む
き
身
で
カ
キ
を
生

産
す
る
組
合
員
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
他

の
施
設
で
は
同
様
の
改
修
が
組
合
員
個
人
の

負
担
に
よ
り
概
に
行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
る
と
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
改
修
費

用
に
対
す
る
支
援
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

漁
協
に
対
し
、
む
き
身
か
ら
殻
付
き
へ
の
出

荷
方
法
の
変
更
や
、
作
業
場
の
集
約
化
等
の

検
討
を
提
案
し
て
き
た
。
現
在
、
漁
協
内
部

で
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
漁
協
と
情
報
交

換
を
図
り
な
が
ら
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
今
回
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
に

つ
い
て
と
観
光
誘
客
の
取
組
に
つ
い
て
及
び

食
品
衛
生
法
改
正
へ
の
養
殖
漁
業
者
の
対
応

に
つ
い
て
の
３
項
目
質
問
し
た
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

滝 

田 

松 

男 

議
員

た
き
た　

   

ま
つ
お

菅 

原 

　 

実 

議
員

す
が
わ
ら　

  

　
ま
こ
と

地域を支える若い力

作業保管施設
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一
　
般
　
質
　
問

市民に開かれた議会を目指した取組について視察

　７月19日（水）～20日（木）、行政視察で茨城県取手市
とつくば市を訪問しました。
　取手市では、市民に開かれた議会を目指す先進地で、
タブレット端末の運用およびペーパーレス化について研
修しました。議会内での深い議論や議員の覚悟が必要で
あるなど、取組へのポイントについて学びました。
　つくば市では、議会報告会について研修。議会報告会
での市民との意見交換を通じて、当局へ提言していくと
いう形が整えられているようでした。
　今回の学びを活かし、議会の課題解決に向けてさらに
取り組んでいきます。
〇取手市：「市議会におけるタブレット端末の運用と
ペーパーレス化」について
　・オンライン会議やオンライン事前説明の実施等
　・完全ペーパーレス化による大幅な紙の削減

〇つくば市：「議会報告会の運営」について
　・議会報告会2回/年開催（オンラインを併用
　したハイブリット方式）等

議会運営委員会

未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
と
国
の
ネ
ッ
ト
が
繋
が
る
利
点
は

電
子
カ
ル
テ
の
６
情
報
を
患
者
本
人
も
閲
覧
可
能
に

　
　
　
　
国
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
の
一
環
と
し
て
、

電
子
カ
ル
テ
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化
の
整

備
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
我
が
地

域
の
未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
と
繋
が
る
か
ど
う

か
と
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
「
未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
」
と
「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
容

易
に
連
携
で
き
る
環
境
に
あ
り
、
将
来
的
に

は
全
国
の
医
療
機
関
な
ど
と
の
情
報
共
有
が

図
ら
れ
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
な
ど
の
提
供

を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
情
報

の
う
ち
、
傷
病
名
、
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
、
感

染
症
情
報
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
薬
剤
の

情
報
、
検
査
情
報
、
処
方
情
報
の
「
６
情

報
」
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
り

患
者
本
人
も
閲
覧
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
の
た
び
の
梅
雨
前
線
の
影
響
に

よ
り
、
各
地
で
大
雨
災
害
が
発
生
し
た
が
、

罹
災
証
明
書
の
発
行
を
求
め
る
被
災
者
で
、

役
所
に
長
蛇
の
列
が
で
き
た
自
治
体
が
あ
っ

た
。
当
市
の
取
組
と
、
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
当
市
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
、
岩
手
県
が
導
入
し
た
ク
ラ
ウ
ド

型
被
災
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
県
内
の
他
自
治

体
と
共
同
で
利
用
し
て
お
り
、
罹
災
証
明
書

の
交
付
申
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
岩
手
県
で
は
、
今
後
、
罹
災
証
明

書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
受
け
取

れ
る
よ
う
に
、
交
付
機
能
を
追
加
す
る
予
定

で
あ
る
。

質 

問
質 

問 市
長

答

副
市
長

答

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

議 会 の う ご き

災
害
時
の
罹
災
証
明
書
の

　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

 

森　

 　
操  

議
員

も
り　

  

　

  

み
さ
お

全国とつながる

取手市での行政視察の様子



13 大船渡市議会だより

地方創生に係る人口減少対策・
　　　　　　　　東北一のふるさと納税の取組を視察

　8月28日（月）、行政視察で宮城県気仙沼市を訪問し、
現在、取り組んでいる所管事務調査のテーマである
「地方創生に係る人口減少対策、ふるさと納税」につ
いて研修してきました。
　特に、ふるさと納税は、官民連携で積極的に取り組
んでおり、その結果、昨年度は、東北一の寄付額が集
まったとのことであり、今後の取組に大変参考になり
ました。
〇気仙沼市：「地方創生に係る人口減少対策、移
住・定住事業、ふるさと納税」について
・ふるさと応援基金（ふるさと納税）を活用した
人口減少パッケージの創設により、10年間で
約50億円規模を人口減少対策へ投資（小中学
校の給食費無償化等）

・移住定住支援センターＭＩＮＡＴＯの設置（ワ
ンストップ窓口の設置・運営）

・けせんぬま未来人口会議を開催し、多様な視点
で取組のアイデアを創出

・ふるさと納税の取組（地盤づくり、返礼品の魅
力化）
※令和4年度は東北一の寄付額（約49億4千万円と
前年比伸び率345％に増）

総務常任委員会

先進的な子育て支援・部活動の地域移行の取組を視察

　８月２１日（月）～２３日（水）、行政視察で兵庫県明石
市、播磨町および西宮市を訪問し、「妊娠期から子育
て期までの子ども、子育て支援拡充・拡大」、「中学
校部活動の地域移行」について、その取組を学んでき
ました。
〇明石市：「０歳児見守り訪問による３つのサポー
ト」について
　・保健師による「新生児」の見守り支援
　・子育てサポート情報の提供
　・おむつなど赤ちゃん用品の支給
〇播磨町：「部活動の地域移行」について
　・部活動の運営主体を「NPO法人スポーツクラ
　ブ21はりま」へ移行
　・クラブライフを享受できる環境整備
　・競技別指導体制の充実
〇西宮市：「連携校型合同部活動」について

教育福祉常任委員会

気仙沼市での行政視察の様子

明石市での行政視察の様子

　・休日の部活動から段階的に地域移行していく
　・平日の地域移行は、休日の移行を検証して進
　める
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８
月
10
日（
木
）、大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、気
仙
地
区
２
市
１
町
の
議
員
が
一
堂

に
会
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
各

議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
県
に
対
す
る
要
望
項

目
を
含
む
12
議
案
を
、
原
案
ど
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
県
へ
の
要
望
は
、
２
市
１
町
の
共
通
項
目

と
し
て
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の
誘
致

実
現
」
や
「
近
年
の
海
洋
環
境
の
変
化
等
に

よ
る
磯
焼
け
、
貝
毒
の
発
生
お
よ
び
主
力
魚

種
の
不
漁
に
お
け
る
原
因
究
明
と
対
策
に
つ

い
て
」
な
ど
３
件
、
大
船
渡
市
議
会
か
ら
は
、

「
気
仙
地
域
と
東
北
横
断
自
動
車
道
を
結
ぶ

国
道
１
０
７
号
の
改
良
整
備
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
」
と
「
主
要
地
方
道
大
船
渡
綾
里
三

陸
線
及
び
大
船
渡
広
田
陸
前
高
田
線
の
改
良

整
備
に
つ
い
て
」
の
２
件
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
可
決
さ
れ
た
要
望
項
目
は
、
岩
手
県
等
の

関
係
機
関
に
対
し
、
11
月
に
要
望
行
動
を
行

う
予
定
で
す
。

　
総
会
後
に
開
か
れ
た
研
修
会
で
は
、
岩
手

県
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
大
船
渡
土
木
セ

ン
タ
ー
の
野
﨑
弥
所
長
か
ら
「
道
路
事
業
に

関
す
る
最
近
の
話
題
」
と
題
し
て
講
話
を
い

た
だ
き
、
岩
手
県
の
新
広
域
道
路
ビ
ジ
ョ

ン
・
計
画
や
、
気
仙
管
内
の
主
な
道
路
事
業

に
係
る
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
地
域
と
県
央
と
の
物
流
・
人
流
の
更
な

る
円
滑
化
に
向
け
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
の

整
備
な
ど
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
議
員
相
互
で
共
有
し
ま
し
た
。

　　
気
仙
地
区
議
会
総
会・研
修
会
の
前
に
、

総
会
を
開
催
し
、令
和
５
年
度
の
事
業
計

画・収
支
予
算
を
全
会一致
で
決
定
し
ま
し

た
。

〈
令
和
５
年
度
事
業
に
つ
い
て
〉

●
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
必
要
な
国
・
県
等
に
対

す
る
要
望
・
提
言
活
動

●
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
必
要
な
関
係
行
政
機
関

お
よ
び
関
係
団
体
と
の
連
携

●
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
必
要
な
研
修
会
の
実
施

●
そ
の
他
の
本
会
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項

第58回総会・研修会の様子

　7月31日（月）～８月２日（水）、行政視察で岐阜県高山
市、飛騨市および下呂市を訪問し、「産業振興と交流人口の
拡大」について調査・研究を進めてきました。３日間、調
査テーマの先進地を訪問し、先駆的な事例等を学んできま
した。
〇高山市：「観光ＤＸ」について
　・ＡＩカメラを活用して、市内観光地の時間帯ごとの
　人流を把握し、産業分野をはじめ、様々な分野で活用
〇飛騨市：地域電子通貨「さるぼぼコイン」について
　・ポイント還元販促キャンペーン、プレミアム電子地
　域通貨事業など、地元消費を目的とした事業を実施
〇下呂市一般社団法人下呂温泉観光協会：「観光振興の
取組」について
　・観光従事者だけでなく、様々な業種の方々や地域住
　民の生活の質向上を目的としたＤＭO事業を展開す
　る中で、プロモーション戦略を確立

〇下呂市岐阜県水産研究所下呂支所：「資源増殖
及び養殖に関する調査研究」について
・アユやアマゴの養殖、マス類の三倍体や発眼
卵の供給、資源の増殖について研究および技
術開発

観光振興による交流人口の拡大・
　　　　　養殖技術開発に向けた水産研究を視察

産業建設常任委員会

気仙地区議会議員協議会

第
58
回
総
会・研
修
会
の
開
催

令
和
５
年
度

気
仙
地
区
議
会
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致

  

推
進
議
員
連
盟
総
会
の
開
催

飛騨市での行政視察の様子



15 大船渡市議会だより

11月19日日
14：00～15：30（開場/13：30）

市民のみなさま 30名

※ 分科会は、参加人数によりご希望に添えないこともあります、あらかじめご了承願います。
※ 当日のご参加も可能です。ただし、分科会は、参加人数によりご希望にそえないこともあります。
※ 整理券の発行は、ありません。

議会事務局　電話：0192(27)8916　
電話受付時間：平日 午前8時30分～午後5時15分

Web申込

【主催】 大船渡市議会 お問い合わせ

と　き 内　容

申込み

定　員

ところ
大船渡市民文化会館
「リアスホール」マルチスペース
大船渡市盛町字下舘下18-1

11月10日㈮までに次の①～③について議会事務局へ電話またはWebで申し込み
①氏名、②連絡先（電話番号）、③ご希望の分科会テーマ申込み
※乳幼児をお連れの方や特別な配慮が必要な方は事前にご相談ください。

参加
無料

令和５年度 大船渡市議会 議会報告会

市民のみなさんと
語る会    

市民のみなさんと
語る会    

２部構成で行います。

日頃の議会の活動について報告
します。1部

2部
分科会ごとに、それぞれのテーマ
でみなさんと意見交換を行います
（グループミーティング形式）。

   分科会のテーマ
以下のテーマからお選びください 

1．総務分科会
　移住・定住について    

2．教育福祉分科会
① 部活動の地域移行について
② 妊娠期から子育て期までのこども・
　 子育て支援の拡充・拡大について

3．産業建設分科会
　産業振興と交流人口の拡大について

令和5年



「大船渡市議会だより」は、国等による環境物品等の調達の推進等に
関する法律（グリーン購入法）に基づく基本方針の判断の基準を
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委 

員 

長　
森　
　
　
　
　
亨

副
委
員
長　
西　
風　
雅　
史

委　
　
員　
菅　
原　
　
　
実

　

 

〃 　
　
船　
砥　
英　
久

　

 

〃 　
　
滝　
田　
松　
男

　

 

〃 　
　
熊　
谷　
昭　
浩

市
議
会
だ
よ
り 

編
集
委
員
会

議会：主な活動日誌議会：主な活動日誌

大船渡市議会からの
お 知 ら せ

12月 ８日㈮  第４回定例会（初日）
12月13日㈬ 　　　〃　 　（一般質問）
12月14日㈭ 　　　〃　 　（一般質問）
12月15日㈮ 　　　〃　 　（一般質問）
12月19日㈫  第４回定例会（最終日）

令和５年第４回定例会の日程（予定）
第４回定例会の開催日程をお知らせします。
皆様の傍聴をお待ちしております。
なお、日程は変更される場合があります。

21日
24日
26日
27日
31日
5日
9日
10日
17日
21日
24日
28日
5日
8日
13日
14日
15日
20日
21日
26日
27日
3日
4日
6日
10日
16日
17日
20日

７月

10月

８月

９月

第３回臨時会、全員協議会
岩手沿岸南部広域環境組合議会７月臨時会
月例会議、市政調査会第３回役員会
新政同友会会派視察（～29）
総務常任委員会、産業建設常任委員会行政視察（～8/2）
三陸・大船渡夏まつり（市民道中踊り）
議会運営委員会
気仙地区議会国際リニアコライダー誘致推進議員連盟総会、気仙地区議会議員協議会総会・研修会
総務常任委員会、議会運営委員会
教育福祉常任委員会行政視察（～23）
教育福祉常任委員会、月例会議
総務常任委員会行政視察
議会運営委員会
第３回定例会（初日）、総務常任委員会、産業建設常任委員会
第３回定例会（一般質問）
第３回定例会（一般質問）、議会運営委員会
第３回定例会（一般質問）、教育福祉常任委員会、月例会議（臨時）
決算審査特別委員会、委員長連絡会議、市政調査会第４回役員会
決算審査特別委員会、大船渡市議会議員定数等検討委員会
第３回定例会（最終日）、総務常任委員会、月例会議、会派代表者会
議会運営委員会
産業建設常任委員会
総務常任委員会行政視察、長野県佐久市議会議会運営委員会行政視察対応
大船渡市議会議員定数等検討委員会
光政会会派行政視察（～12）
総務常任委員会、教育福祉常任委員会、産業建設常任委員会、月例会議
総務常任委員会行政視察（～19）
大船渡市議会議員定数等検討委員会先進地視察

編
集
後
記

　
猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
、
収
穫
の
秋

を
迎
え
、
何
か
と
人
の
動
き
、
行

動
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
文
化
祭
・
食
の
イ

ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
、
人
の
流

れ
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
内

経
済
、
市
民
生
活
の
向
上
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
お
出
か
け
の
際
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
を

心
が
け
、
健
康
や
体
調
を
万
全
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
以
来
の
議

会
報
告
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
や
議
会
広
聴
に
対

し
ま
し
て
も
、
ご
意
見
、
ご
要
望

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


